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wv
繍
咽
減
・
削
問
い
合
わ
せ
身
体
機
持
者

採
栓
セ
ン
タ
ー
君
{
胎
)
0
1
4
1

今
回
閣
の
観
光
蔵
鎖
的
ご
索
山
門
誌
」
ぷ
な
お
、
前
は
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

vι
予
的
も
ぎ
と
り
縫
先
い
止
「
い
も
檎
「
な
し
狩
り
」
と
寸
く
り
扮
い
」
も
一
行
っ
て

れ
と
で
す
。
ピ
ク
ニ
ッ
ク
争
議
ね
て
お
り
ま
す
の
庁
、
ご
科
潟
く
だ
お
い
。

ご
家
族
で
秋
的
味
覚
を
存
分
口
お
裂
し
申
し
込
み
培
、
後
緩
障
措
嗣
闘
中
川
へ
お
割
問

み

く

だ

語

い

。

い

し

ま

す

。

4
農
政
課
H

wv
制
開
閉
問
ぷ

y
z
f
な
し
9
月
下
情
ま

で
、
い
も
・
〈
ワ
日
月
上
旬
ま
で

官v
申
し
込
み

ぶ
ど
う
鈴
本
幾
銅
器
(
招
〉
4
4
1
1

い
も
日
務
終
聞
出
官
{
舵
)
4
0
4
0
0

〈
れ
ソ
朗
日
利
融
世
間
宮
{
制
)
2
3
0
8

な
し
阿
曽
燥
機
惜
へ
部
)
1
4
5
9

吉
崎
同
時
開
本
部
で
は
、
昨
年
か
ら
交
織
め
、
よ
り
実
叫
料
品
川
な
輔
副
練
と
な
っ
て

機
関
の
大
災
殺
に
翁
え
、
集
団
救
急
品
位
い
ま
す
。

裁
判
訓
練
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
海
佐
釈
中
関
口
広
場
で
定

ニ
内
部
離
に
は
、
凶
幹
線
ム
ム
官
、
離
宮
祭
、
統
的
と
お
り
談
綴
を
行
い
ま
す
の
で

治
叫
問
機
主
ど
が
議
カ
し
、
哨
執
務
に
事
泳
饗
き
ん
の
見
学
を
お
待
ち
し
て
い
ま

が
発
生
し
た
時
に
、
滋
噛
聴
か
つ
安
会
い
い
す
防
ま
た
、
議
mu
は
会
場
鴎
辺
者
ぷ

ケ
ガ
人
多
薮
お
し
革
期
一
て
を
行
な
う
も
制
引
用
的
見
智
お
ま
に
は
ふ
入
内
容
}
議
吋
殺
を

的
。
色
々
な
事
故
を
輔
品
市
ほ
し
て
お
、
フ
た
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
額
一
け

い

し

ま

す

。

一

と

wv
闘
時

9
汚
刊
何
回
へ
土
)
午
一

ω

後
1
時
か
ら
Z
持

部

分

~

欄

V
内
容
応
念
品
車
一
議
潟
ム
巧
…
木

列
術
革
事
故
を
惣
出
品
し
て
の
数
議
一
番

棚
制
緩
ョ
命
お
、
当
H
U
は
臣
同
師
同
会
一

の
ご
摩
殺
に
よ
り
、
器
科
附
協
僻
棟
一

揖
相
談
と
畠
販
制
制
定
を
行
い
ま
す
。
一

v
mい
合

わ

せ

謀

本

部

高

官
〈
叫
〉

0
1
1
9

一劃一
一
一
線

一
饗

一
日

で
も
、
納
惨
で
き
な
け
れ
ば
断
わ
り

続
け
る
こ
と
で
す
ι

こ
の
ハ
庁
キ
は
、
内
穏
や
地
名
か

ら
公
関
・
公
判
慌
の
山
開
係
機
測
を
連
総

事
せ
る
、
契
約
内
務
‘
代
行
制
問
刑
制
導

が
削
明
示
さ
れ
て
い
な
い
、
ハ
が
キ
を

投
留
す
る
と
、
苧
殺
に
伺
も
叫
明
ら
な

い
な
ど
、
最
掛
か
ら
抽
出
張
殺
を
誤
綴

さ
せ
る
こ
と
を
噛
包
し
て
い
る
と
し

か
総
え
ま
せ
ん
。
摘
鴨
川
容
も
、
疑
わ

し
い
と
綴
っ
た
ら
安
易
な
ハ
庁
み
々
の

投
阪
は
紬
摘
み
た
い
も
の
で
す
。

替
て
、
こ
め
申
し
込
み
を
個
人
で

行
ヲ
と
ど
う
で
し
ょ
う
か
ョ
俊
明
叩
都

中
市
町
信
機
公
開
聞
篠
崎
明
吋
悼
の
原
田
氏
に
よ

る
と
、
均
官
室
募
蜘
離
は
、

2
丹
、
5
丹
、

8
丹
、
日
月
昨
年
4
日
開
で
、
各
局
内

皆
さ
ん
M
M
、
釈
な
ど
や
L

一公開問・

l
n
u
か
ら
m
w
Hま
で
が
、
幕
議
総
紙

公
社
入
続
出
申
込
依
軌
畑
W
L

と
務
か
れ
の
阪
売
総
開
削
と
同
時
に
申
し
込
み
問
問

ど
い
る
ハ
ギ
キ
を
受
け
取
る
と
、
ど
山
川
に
な
り
ま
す
。
こ
の
纂
綴
孫
紙

う
し
ま
す
か
。
す
ぐ
コ
ミ
縦
匹
、
す
か
、
(
パ
ン
ツ
レ
γ
ト
含
む
)
は
…
都
2
5

そ
れ
と
も
公
開
闘
で
行
っ
と
い
る
代
行

omで
、
橋
の
丸
井
ヂ
パ
1
2
T
、州知

総
な
ら
ば
と
活
用
し
て
必
要
世
帯
損
を
…
仰
の
溺
制
服
ジ
ャ
ス
コ
む
販
売
し
て
い

い
記
入
し
て
ハ
ガ
キ
が
捻
溺
し
ま
す
か
ω

る
と
の
ニ
と
で
す
砂
こ
の
時
に
、
年

A

時
寸
断
的
「
消
紫
色
活
ニ
ほ
れ
話
」
は
、
-
厨
則
明
地
問
で
考
h
さ
れ
ゐ
公
邸
内
役

目
品
回
明
寄
せ
ら
れ
る
ぷ
山
側
同
住
宅
市
申
込
所
と
家
貨
の
一
総
表
門
3
0
0
m門
〉
を

み
代
行
」
の
お
怒
し
を
し
ま
す
包
帥
購
入
し
相
棒
4
殴
応
募
し
て
も
.
1

こ
の
ハ
ガ
キ
を
役
反
問
す
る
と
、
数

3
0
0
m門
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。

日
後
出
闘
も
に
酔
胤
柑
献
が
あ
り
、
抑
制
日
以
ま
た
、
空
家
募
集
が
あ
っ
た
か
ら

内
に
入
会
令
1
万
内
と
年
限
費
溺
4

と
誘
っ
て
、
す
ぐ
位
入
畿
で
き
る
と

万
9
手
間
門
を
怨
定
的
問
附
曜
に
綴
り
込
は
凝
り
ま
せ
ん
。
応
募
し
て
か
ら
Z

む
よ
う
磯
泣
き
れ
ま
、
て
す
る
と
も
か
丹
後
に
総
選
が
一
行
わ
れ
、
尚
一
巡
す

大
援
の
人
は
疑
問
を
ゆ
世
ヒ
、
公
団
に
る
と
6
5
7
か
絢
片
品
購
に
入
総
℃
き
る

確
認
す
る
と
吋
そ
の
よ
う
な
代
行
な
の
が
一
般
的
で
す

3

翁
滋
す
る
と
必

ど
し
て
い
な
い
包
ま
っ
た
〈
摂
隊
隊
ず
入
居
で
き
ま
す
が
、

1
年
以
上
位
付

で
す
L

と
滋
わ
れ
.
初
め
て
政
分
が
つ
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
個

公
団
関
除
名
申
込
み
仲
凶
行
議
教
へ
申
し
人
で
も
代
行
業
毅
が
行
っ
て
も
岡
仁

込
ん
だ
こ
と
お
筑
が
つ
〈
め
で
す
e

で
す
a

こ
れ
ら
を
克
る
と
、
代
行
総

申
し
込
み
あ
泳
り
摘
す
旨
的
後
級
品
制
へ
頼
む
メ
リ
ッ
ト
は
非
常
に
φ
h
u

を
入
れ
る
と
「
今
岡
県
な
ん
だ
。
終
約
い
よ
う
で
宇
@

な
ん
だ
か
ら
払
わ
な
い
と
訴
え
る
ぞ
L

さ
晶
、
あ
な
た
は
ど
ち
ら
や
選
。

と
一
議
っ
て
.
鈴
鹿
も
縫
雨
的
篭
誌
が
ま
す
か
e

か
か
り
、
つ
い
支
払
っ
て
し
ま
う
人
次
臨
の
可
消
費
生
防
こ
ぼ
れ
裁
い
は
、

や
、
ど
う
し
た
ら
一
良
い
か
と
掛
川
む
人
稼
業
ま
つ
り
と
併
幾
寸
る
、
捕
獲
生

が
島
と
を
協
和
ち
ま
せ
ん
回
活
酷
明
的
お
話
し
で
す
。

一公毘住署申込み代行一

56 



第74~ま

死
に
ま
ぎ
少
な
い

Q

…
方
、
警
ど
震
で
な
け
れ
ば
線
、
」
ら
な
い
。
そ
吉
本
ン
は
震
に
よ
勺
て
警
し
、
一
一

識
は
ク
モ
線
下
紛
血
と
巽
な
り
、
脳
内
的
中
で
最
も
多
い
の
は
や
は
り
心
酔
臨
時
明
鈴
兆
は
な
い
左
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
で
一
一

滋
に
隊
撤
ず
る
も
の
で
、
総
向
山
間
島
と
で
、
そ
内
中
で
も
ん
川
沿
議
選
が
火
総
分
あ
り
、
自
覚
従
絞
め
出
た
と
器
は
、
一
…

も
震
わ
れ
‘
勤
続
硬
化
や
官
同
車
「
胞
に
よ
を
占
め
て
い
る
。
心
臨
時
は
畿
状
品
抑
制
服
に
統
に
枇
均
約
し
一
吋
成
り
犠
わ
し
て
い
る
一
一

っ
て
鎚
こ
る
の
で
あ
る
。
脇
総
監
は
、
よ
っ
て
敗
滋
守
強
議
を
~
受
け
て
い
る
ロ
こ
と
が
多
い
め
で
あ
る
@
町
一

ク
そ
附
制
下
山
山
車
よ
り
は
数
命
し
感
い
の
こ
的
向
滅
状
勤
時
献
が
奴
〈
な
っ
た
り
翰
ま
ニ
れ
ら
の
、
成
人
摘
を
薄
化
き
せ
一
一

で
雲
寺
舎
こ
と
が
で
き
る

5

鰯
っ
た
り
し
、
い
わ
ゆ
る
霊
の
状
態
に
る
を
み
に
、
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
“

卒
中
兆
亡
率
を
箆
る
と
、
四
潟
大
十
年
な
り
、
心
続
押
機
そ
か
h
ゑ
に
心
惨
え
吋
ス
ト
レ
ス
い
は
鯖
倒
神
的
な
机
閥
み
の
料

開
舟
生
後
的
統
計
で
は
、
人
口
L
!
万
人
に
に
凝
る
め
で
あ
る
a

こ
の
心
悠
綴
議
も
掛
慨
が
蹴
内
情
出
床
下
倒
的
に
醜
聞
い
て
‘
自

対
し
、
間
出
十
銭
代
か
ら
二
郎
則
的
数
字
に
閥
均
が
宜
的
対
一
j
m出
位
田
で
誌
に
困
対
巧
翁
で
油
開
神
終
的
異
常
や
ホ
ん
慌
て
ン
の
分
絡

f

j

j

滅
多
や
減
h
y
を
引
引
き
緩
こ
し
、
支
十

脳
肥
田
融
問

F
h‘
羽
詰
露
関
糊
ぬ
欝
組
問
ぬ
説
明
世
歳
代
的
成
人
病
陣
内
栄
町
一
引
き
金
に
な

富
刷

aaav闘
監

別

品

鯵

漕

醐

際

協

関

る

と

呼

現

わ

れ

て

い

る

の

み

十

議

代

的

私闘
F
抽

F
量
'
踊

w
-
L
9
h翻
，
時
隣
人
捕
の
年
代
的
人
は

.
2二
十

緩
繍
謝
醐
F

胡
潤
晒
輔
司
副
羽
田
醐
司
臨
翻
溺
w

年
余
り
の
b
が
隠
の
闘
地
か
を
ゑ
滋
的

4

1

1

1

1

4

t

変
動
に
も
拘
わ
ら
す
一
、
念
総
本
館
は

な
り
、
双
十
銭
か
ら
五
十
問
問
歳
ま
で
は
島
ゐ
端
然
も
綴
善
一
織
り
の
四
十
時
概
代
か
絞
め
ま
ま
で
つ
い
暗
躍
食
、
綴
食
、
叫
略

的・

8
人
と
な
る
し
、
一
段
に
五
十
五
議
ら
六
十
畿
が
半
数
奇
占
め
て
い
る
s

同
眠
不
緑
、
逮
翁
不
総
に
な
っ
て
器
た

か
ら
五
十
九
畿
で
は
回
‘

8
人
で
あ
り
も
絡
で
ど
ん
な
梢
魔
で
も
総
識
を
鴇
唱
す
の
で
あ
る
。

男
会
総
は
み
る
と
、
潟
は
女
の
ほ
ぼ
一
一
も
の
で
、
ク
モ
後
下
出
血
は
、
寺
巡
に
ゆ
隣
人
癒
を
絃
識
し
た
時
、
効
き
渦
閣

僚
と
な
っ
て
、
発
の
磁
器
滋
ぎ
、
特
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
ず
ン
と
ぎ
で
ス
ト
レ
ス
通
網
戸
い
な
っ
て
は
い

ス
ト
レ
ス
の
彩
機
が
大
き
い
も
の
し
義

d

蜘
背
〈
同
期
様
、
時
に
は
緩
吐
や
叫
跡
事
気
が
な
い
か
と
絞
り
巡
り
、
今
一
皮
求
人

え
ら
れ
る
n

あ
る
し
、
総
卒
中
内
総
兆
は
潟
斑
践
で
、
権
比
較
跡
酬
の
為
的
時
制
闘
を
持
ち
た
い
も

「
突
然
死
ん
と
は
社
会
綴
学
上
町
一
酉
築
制
隅
緩
懇
で
拭
メ
マ
イ
や
た
ち
く
ら
み
、
の
で
あ
る
。

で
、
抑
制
慾
名
で
は
な
い
。
発
病
後
羽
時
緋
怖
い
意
識
消
失
な
ど
、
一
一
地
俊
樹
患
盗
V
問
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
践
的
金

問
間
以
内
は
死
亡
す
る
こ
と
を
い
い
、
裁
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
山
内
時
潤
以
内
広
樹
哲
(
朗
)
5
5
2
5

代
的
進
容
し
た
脳
陣
療
の
な
か
で
、
よ
ほ
止
る
こ
と
が
多
い
。
畑
地
が
教
大
向
日
離
で

V
時
間
午
後
Z
時
泊
分
か
ら
3
時
制

分
〈
受
付
午
後
1
時
か
ら
1
時
制
分
)

V
申
し
泳
み
保
線
セ
ン
タ
ー
へ
慨
緩

ま
た
は
院
後
お
い
で
く
だ
惑
い
e

d

喝
燃
ご
り
・
揮
隅
線
数
銭
円
口
一
桂
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ト
識

さ
輔

ン

四

戸

伊

桂
樹

龍
議
メ
モ
場

掛
聞
き
柑
躍
り
を
襲
、
ヲ
寸
噛
判
然
死
」
者
続

こ
義
章
一
は
、
大
部
分
が
ク
義

下
山
川
甑
で
、
続
本
中
会
悼
の
持
制
却
を

点
め
て
い
ゐ
。
そ
の
殆
ど
が
脇
町
動

隊
内
端
的
磁
援
に
終
る
も
の
で
あ
る
鯵

こ
れ
は
光
夫
前
叫
に
総
務
隊
内
出
濯
に
簿

く
な
っ
て
い
る
務
分
が
あ
っ
て
、
温

情
棋
が
そ
の
付
叶
蕊
流
れ
長
い
織
に
…
也

カ
が
か
か
り
、
車
体
問
的
数
的
指
揮
い
偶
蹄

分
が
、
昭
郎
凱
間
的
胤
慨
に
怒
ら
ん
で
媛
に

な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
南
端
が
成
援

し
て
絞
れ
る
ま
で
に
、
問
問
・
五
十
年

か
か
る
。
だ
か
ら
品
聞
き
絞
り
に
築
中

す
る
の
で
あ
る
。
ニ
的
他
的
錨
卒
中

北
は
、
制
糊
刷
概
畿
と
脳
級
品
臓
が
あ
る
。

附
制
緩
畿
は
脳
内
農
繁
が
一
詰
ま
る
摘
気

で
、
勝
畿
訟
と
脳
血
抗
慨
が
お
る
。
附
鵬

甜
酪
栓
は
心
織
の
方
か
ら
鍛
へ
ゴ
ミ
的

機
九
協
議
誌
の
楠
怖
が
飛
ん
で
事
て
脇
に

諮
ま
る
も
の
で
、
級
品
執
も
勘
酷
し
く
時

以
は
突
然
死
内
線
開
闘
に
な
る
。
前
畑
血

役
的
中
nは
工
品
十
総
代
か
ら
拙
唱
え
は
ヒ

め、
4
4
年
に
な
る
綴
域
紛
し
て
中
〈

が
議
状
は
ゆ
っ
く
り
始
ま
号
、
突
然

調
糠
髄
セ
ン
タ
i
で

湖
北
品
開
ー
の
ほ
の
M
山

〈
湖
北
開
帆
耐
開
口
徒
歩
2
分〉

E
M引
1
1
1
3
1

b
概
問
問
閣
制
凶
行
い
い
が
訪
れ
f
F
H
U
1

こ
れ
か
ら
父
銭
・
得
総
に
な
る
方
へ
?
チ
訴
を
特
番
し
て
く
だ
さ
い
。

子
供
を
生
み
脚
刊
で
る
こ
と
が
、
ど
ん

d

喝
紛
綴
挙
級
白
口
総

を
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
か
、
ご
夫
繍
で

…
培
え
て
み
ま
品
川
'
A
か
。
ぜ
れ
V

、
二
夫
婦

一
で
務
相
即
し
て
〈
だ
尊
い
。

…
wv
白
時

9
月
げ
日
(
ふ
品
、
午
線
9
時

一
分
か
ら
日
時
制
分
ま
で
(
受
け
付
け
は

一
当
日
会
場
で
午
約
9
婚
か
ら
}

…
wv
内
容
家
路
ミ
リ
瞬
静
午
、
母
と
子
内

一
器
す
な
」
笠
郡
ち
ゃ
ん
の
お
開
明
日
品
闘
の
入

一
れ
方
〈
柑
判
明
闘
)
*
級
仰
い
な
る
と
い

3
こ

…
と
u
u
(
務
)
也
事
そ
丹
他
岨
相
談

一
面
間
関
困
問
細
胞

一

V
時
濁
午
納
削
9
時
泊
分
か
ら
ね
碍
油

一
分
ま
で
(
第
3
聞
出
的
み
午
後
E
時
か
ら

一
3
時
)

一
V
持
品
世
都
時
子
機
博
明
4
T
緩
お
よ
び
筆
記

1
 

3
一

畑一
司ふ

-輔曜L一一一一

d静

色刷f]t 

立
ち
ま
十

e

V

定
員
党
議
3
0
0名
〈
無
料
付
)

た
ん
ぽ
ぽ
且
切
に
よ
る
禽
み
が
き
指
導

V
曲
申
し
込
み
役
後
ハ
ガ
キ
に
往
時
間
、

と
希
奴
毅
へ
7
y
化
物
議
布
を
、
次
的
氏
名
、
年
齢
、
保
線
毅
名
、
震
紹
接
持

4

漁

り

行

い

ま

守

衛

を

明

記

し

、

9
m月
日
日
目
ま
で
に
滋
北
合

wv
調
時
日
月
日
日
(
本
)
午
前
刑
問
時
か
ー
の
m
M

の
時
保
線
セ
ン
タ
ー
へ
。
兄
弟

ら
ロ
時
的
分
、
午
後
3
時
か
ら
3
持
の
連
名
で
も
総
様
で
す
。

噛
賞
径
を
持
っ
て

i

v

 

背

飼

い

ま

し

ょ

う

数
近
、
火
に
対
す
る
税
務
が
多
〈
術
開
棉
(
毎
滋
木
裕
、
午
前
例
8
時
部
分
か
ら

て
い
草
す
が
、
そ
の
大
半
は
仰
向
い
主
の
政
午

6

印
緩
持
勢
〉
の
44T
統
書
を
し
て

無
策
N

院
な
輸
相
し
鰐
い
や
腕
制
犬
に
よ
る
も
く
だ
忽
い
。

の

で

す

。

ま

た

、

絞

犬

市

抑

制

T
妨
総
射
と
登
録
は
、

火
な
ど
を
師
問
う
以
上
は
、
動
物
に
対
修
部
1
問
、
必
ず
俊
け
る
よ
ヲ
凝
務
づ
け

し
て
現
燃
と
愛
情
を
繰
っ
と
間
同
時
比
‘
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
勤
務

汲
際
的
人
速
か
ら
も
緩
解
が
機
ら
れ
る
側
部
時
間
で
絞
火
機
4
3
怯
開
設
射
を
会
け
て
〈

よ
う
に
、
資
涯
を
持
っ
て
飼
い
た
い
も
犯
容
い
。
そ
丹
際
、
注
射
済
統
制
惑
が

の

で

?

。

交

付

anぐ
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
持
ヮ
て
一

火
や
績
を
的
問
え
な
く
な
っ
た
と
き
は
階
畿
と
笠
録
料
2
5
0
0
mを
持
事
的
一

絶
対
に
総
て
た
守
せ
ず
、
犬
・
結
審
迷
う
点
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
祭
鋭
的
手
続
一

れ
て
士
山
役
続
守
徹
章
一
で
、
税
有
権
放
奨
き
を
し
て
く
だ
さ
い
a

ウ

i
w
h
u
 

潟
、
〕
り
や
終
癒
で
潟
ん
で
い
る
人
は

い
ま
せ
ん
か
。
当
日
は
鏑
別
酬
明
訟
も
お

受
付
し
キ
守
的
で
お
気
軽
に
ど
ヲ
そ

で、;ま

哨かきく
Q JIIわ

毒村Eる後

義知2
2 
1:1 
湾、ノ

お大
遊空

時輯び 3:
〈飯::し五
言嫁Zて弓智

11'¥ ご叱J

2砦る;Z
t!んよと

事
隣
接
種
は

躍
穣
韓
関
明
、

次
的
予
紛
接
緩
は
隊
祭
機
関
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
爽
総
臨
時
線
機
開
閉
は
つ
い
て
は
、

保
融
関
セ
ン
タ
ー
、
権
問
問
議
窓
口
及
ぴ
各

炎
般
に
お
い
で
あ
る
コ
税
制
開
平
市
保
総

セ
ン
タ
ー
の

y粂
内
」
を
ど
戦
く
だ
さ

wv
持
品
世
母
子
鐙
出
掛
手
緩
と
印
鑑

す蜘周醐
m

続
学
総
ま
で
棲
科

骨

組

織

者

お

よ

び

接

幾

繊

細

問

ー
歳
時
誕
生
E
か
ら
就
学
裁
ま
で
的
幼
用
品
ぺ

1
密
接

後
}
砲
な
わ
ね
、
生
後
間
か
河
か
ら
話
か
舟
町
内
に
綾
掛
慨

を
す
る
こ
と
が
緩
ま
し
い
。

8
m
nを
路
地
〈
年
同
開
e

て?~
マコ日F

と三大Z
E毛主谷5
い 一 回 “} 民

弥 ，j:ωし予言語
ふ嘉戸2

Fヨ

が
留
一
ま
し
い

9
1綱
同
M
.

悼慣銭。

2
開
刑
は
、
ー
期
特
了
後

1
年
以
上
を
あ
け
て

1
殿
様
後
。

8
丹
を
除
く
年
間
a
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一
伊
国
書
館
一

瞬
だ
よ
り
J

金
世
叩
開
珂
殴
骨
骨
軸
剛
官
(
掛
〉

g
i
g
s

@
滋
骨
骨
A
W
分
曲
間
宮
{
的
制
}
3
8
5
5

務
布
佐
会
総
世
(
的
)
9
3
1
1

@
移
鈴
際
書
館
時
〈
出
制
)
0
9
0
9

謹
一
一
ギ
ャ
ラ
リ
ー

灘
北
台
八
万
舘

話出
m総
評

V
作
品
物
刊
(
刊
号
て
は
に
わ

(
6号)、

・
山
部
総
r
T
作
。
塗
蓬
(
開
設
、
働

〈
人
(
却
母
〉

i
ボ
位
同
緑
江
件
。

布

佐

分

輯

E
出
期
総
骨

V
作
品
最
掛
フ
ェ
リ
ー
〈
防
母
)
、
開
閉

品
轡

事
甜
蹄
醐
騨
輔
鯛

こ
の
機
に
畿
せ
る
写
真
後
募

集
し
ま
す
，
テ
I
V
は
「
私
の

好
き
な
こ
め
織
淡
、
'
m
m
w
問料血用い

刻
付
属
に
住
巧
氏
名
、
明
暗
総

器
号
、
機
撃
月
、
議
所
、
ひ

と
設
を
蹄
明
記
し
、
柑
叫
訴
手
i
8

8
8
市
役
続
広
報
広
務
緩
へ
ど

う

ぞ

。

〈

湾

総

進

呈

)

っ
て
い
ま
て
賛
同
mは
然
科
.
サ

l
ピ

ス
金
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
住
所
、

氏
名
~
隊
総
番
号
を
申
し
出
て
‘
援
絡

を
し
て
く
だ
幸
い
{
帯
地
議
受
脇
陣
湾
)
。

。
対
議
綴
脚
眠
サ
ー
ビ
ス
・
描
字
的
本
を

一
統
む
こ
と
が
態
維
な
万
仁
、
ご
祭
壇
牛
肉

絵
本
の
統
み
開
聞
か
せ
や
醸
し
い
お
は
本
を
お
刊
紙
み
し
ま
す
各
利
溺
で
き
る
機

な
し
な
yhを
用
意
し
て
い
ま
す
U
4餓
欝
は
綴
饗
館
蔵
緩
め
も
の
で
‘
創
刊
総
時
儲

か
ら
9
議
く
ら
い
ま
で
の
チ

vw
ツ

子

畿

は

1
閉山
1
時
制
間
以
内
こ
の
サ

i
ピ
ス

ま

れ

@

争

後

け

よ

う

〉

ず

る

と

き

は

‘

3
Mロム間

曹
臨
制
緩

3月
1
n
u
(水
道
塁
嘉
ま
で
に
希
滋
器
時
、
図
機
各
を
ご
途
秘

第
4
会
漁
獲

*
9月
8
8
(本
可
訟
く
だ
患
い
(
霞
岳
同
線
終
湾
)
。

H
U
〈
木
)
布
校
正
常
館
お
は
な
し
の
総
屋

O
銭
安
テ
ー
プ
A
W
即
時
滋
貸
出
嗣
サ
I
ど
其

wv
時

間

午

後
4
時
か
ら
4
時
間
品
川
:
文
然
、
音
楽
、
柑
例
議
な
ど
の
カ
セ
ッ

ー
i
j
1
1
2
1
1
1
1
j
Eア
1
プ
暴
送
で
食
し
似
し
し
ま
す
。

一

鶴

部

第

鶏

楢

〉

レ

…

現

在

的

義

的

カ

セ

ッ

ト

テ

l
T
苦

ふ

れ

い

ら

え

)

で

一

6
0
本

。

望

で

き

る

方

は

襲

警

一
一
ど
シ
¥
一
三
え
よ
ぺ
や

1
級
か
ら
6
級
ま
で
の
豆
、
、

1
人

z

rト
l
c
ト
l
r仁
ト
駁
お
お
陰
点
ま
で
ー
か
月
総
借
り
ら
れ
ま
す
。
抽
出

布
佐
分
総
で
は
、
践
的
不
自
由
な
労
り
る
と
撃
は
、
電
綴
で
結
盟
テ

iγ
を

の
た
め
に
、
対
一
開
問
問
淡
サ

i
ピ
ス
、
録
ご
漣
絡
〈
だ
事
い
。

資
テ

1
7
的
一
瞬
送
貸
出
山
サ

i
vし
ス
を
竹

V
潤
い
会
わ
せ
布
佼
分
館

総
雨
後
一
日
常
)
、
筑
波
山
的
見
え
る
際

{
8秒
一
:
小
滋
秘
的
札
作
。

@
蜘
耐
銅

9
n
1
廷
か
ら
開
8

お
は
悲
し
傘

話
滋
り
ま
ず

H

V
無
料
マ
也
市
ガ
ス
ス
ト
i
プ
〈
仁
岡
地

時
M

〈
制
〉

7
8
?包
〉

V
有
料
で
本
キ
ウ
イ
闘
用
ア
ル
ミ
欄
間

一
将
校
〉
〈
中
野
惜
〈
仰
向
}
4
3
9
7
v

V
申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
道
協
世
帯
熱
柑
附

し
て
〈
だ
さ
い
@
な
お
、
コ

i
ナ
i
縄

経
は
、
務
総
生
活
議
梢
税
金
活
係
で
、

稔
叫
同
で
受
け
付
け
て
い
事
て

V
3
I
4
T
l創
刊
用
ム
斡
注
窓
取
り
刷
協

う
品
物
は
、
談
終
!
台
所
削
m
w
問
、
電
気

製
品
、
お
抽
製
品
、
チ
鉄
百
用
品
、
学
陥
商

捌

m
m
師
、
白
紙
箪
{
織
品
目
を
含
む
〉
な
ど

主
止
し
て
蔚
府
議
殺
格
的
観
久
消
繋
叫
聞

と
し
ま
す
B
+
試
制
畑
、
忠
録
殿
、
生
き
物

は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。
後
仲
間
口
聞
は
鱗
料
、

占
骨
相
村
ど
ち
ら
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、

者
終
的
場
合
内
総
供
倒
的
帽
の
隠
市
街
は
、

総
入
後
1
部
以
内
の
も
の
で
定
掘
削
の
5

制
割
以
内
、
よ
践
を
5
万
円
と
し
牢
す
司

V
酬
問
い
合
わ
せ
市
民
ゑ
滋
謀
消
噛
景
品
紘

活
祭

多重要沼筏*大主義=量豊fB重量一〈やliD
F家族で夢路沼の主主の祭典を楽しみましだJ

誼輿3聖書罪講義霊震留選

ま翠訪務総.a:

8
月
日
時
器
、
市
民
会
耐
闘
で
輸
措
4
隠

パ

l
Zデ
l
的
4
品
闘
を
検
総
‘
若
者
を

ヤ
ン
グ
ミ
ュ

i
y
y
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
枠
拡
背
骨
寄
せ
た
。

パ
ん
が
開
銀
事
れ
、
選
出
寄
れ
た
時
パ
ン
ド
い
嶋
崎
胤
は
、

Z
年
約
的
高
校
2

の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
が
、
溶
い
パ
ワ

i

年
の
と
事
e

高
校
で
は
経
宜
肩
車
問
問
務
会

を
宰
〈
割
草
寺
骨
た
。
的
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
治
問
躍
し
た
百

今
回
側
、
総
介
す
る
ぷ
忠
利
槙
子
」
M
M

、
二
線
的
先
生
か
ら
は
、
パ
ン
ド
、

同
問
?
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル
に
出
端
酬
し
た
女
イ
コ

i
ん
、
不
漁
民
と
い
う
自
闘
で
開
局
ら
れ

性
4
人
的
パ
ン
ド
会
ツ
本
ス
テ
ィ
パ
た
と
き
も
あ
っ
た
し
と
い
う
が
、
驚
い

ん
で
は
レ
バ
!
ト
リ
i
の
中
か
ら
、
繍
問
削
附
は
燃
え
減
っ
て
い

pha
銭
入
の
迷

案
内
山
路
に
ブ
ツ
タ
が
い
た
、
ゴ
ー
ル
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
蕊
蕊
で
も
教
銭
的

ド
ラ
ァ
シ
ュ
、
ク
ラ
イ
マ
イ
ポ

i
イ
、
惑
を
締
的
、
ド
予
ム
に
は
毛
布
を
掛
け
、

ア
ン
プ
丹
下
に
は
毛
布
告
ひ
き
、
協
幹
線

に制
H
を
一
流
し
h
f
h

。
織
的
私
生
務
教
婚
情
的
文

化
祭
で
、
争
後
生
内
総
で
抽
出
畿
で
き
た

こ
と
が
、
最
高
め
慾
い
織
に
な
っ
て
い

る
。
「
先
生
や
み
ん
な
か
ら
司
い
い
ス

テ
ー
ジ
だ
っ
た
よ
胞
と
い
わ
れ
た
と
一
き

の
感
激
は
、
い
ま
で
も
お
れ
ら
れ
ま
せ

ん
L

と
メ
ン
バ
ー
会
党

受
験
…
も
あ
り
、
昨
年
の

U
Rに
成
盟

関
際
文
化
A
暴
で
開
聞
か
れ
た
ロ
ッ
ク
ワ

瓜
ス
テ
ィ
パ
ル
ヘ
丹
市
田
抽
聞
を
綬
後
に
、

一
度
は
終
慢
し
か
し
‘
吋
だ
札
よ
り

も
祭
が
合
っ
た
い

4
人
は
、
絡
が
誇
ヲ

動綱轡
臼ツクパンド

大朝 藤子

て
2
2
5
0
mを
負
担
闘
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

V
申
し
込
み
持
拡
復
ハ
庁
々
に
参
縁
者

向
井
出
所
、
氏
名
、
年
齢
、
榊
且
語
慾
号
、

鉄
線
伎
相
創
設
議
機
的
事
加
ま
た
は
不
審

加
を
明
部
品
の
う
え
、

9
丹
3
日
(
木
-

W

哨
内
開
世
情
効
)
ま
で
に
殺
孫
子
1
8
5
5

後
孫
子
市
災
関
審
録
議
機
様
、

世V
棚
問
い
合
わ
せ
伐
採
子
市
総
務
書
館
胸

盟
(
山
由

)
1
1
1
0

来
月
か
ら
1
5号
で

体
協
の
連
盟
を
紹
介

問
問
機
な
ど
を
は
じ
め
、
市
民
体
W
H大

会
、
索
開
肉
体
力
づ
く
り

K
令
、
一
布
設

マ
ラ
ソ
ン
へ
の
協
力
な
ど
鰯
広
い
持
田

市
民
的
体
力
的
向
上
と

γ
一
プ
ナ
ュ
織
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ア
ス
ポ
ー
ツ
稼
働
押
的
際
婚
に
努
め
て
玖
だ
か
ら
広
報
1
悶
且
つ
の

ρ
品惜し

い
る
我
孫
子
中
間
体
育
協
会
〈
体
協
)
は
、
い
待
問
'
糊
明
証
左
棚
欄
震
で
、
体
的
問
的

結
成
寄
れ
て
部
年
。
+
市
内
に
は
齢
訓
練
、
各
議
滅
的
紹
介
在
品
目
い
ま
す
a

掲
載

サ
ツ
力
ー
な
ど
的
ス
ポ
ー
ツ
少
年
間
凶
は
日
間
出
シ
リ
ー
ズ
で
、
各
淡
尚
町
内
方

も
線
級
さ
れ
、
体
協
は
約
6
0
0
0

に
敏
悦
離
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

名
の
会
員
移
設
す
る
窃
体
に
成
長
。
体
験
談
な
ど
も
儀
り
込
ん
で
の
綴

入
。
遜
ぎ
、
機
災
す
る
.
彼
常
時
局
内
人
向

困
問
的
な
滅
後
と
共
位
、
「
営
業
は
緩
や
骨

か
な
も
の
か
ら
、
制
聞
か
せ
る
も
の
に
変
円

わ

っ

て

静

て

い

ま

す

い

明

品
取
近
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
に
燦
袖
聞
し
て
問

e

e

ズ

闘

で
も
な
し
に
繰
り
、
線
制
闘
を
持
続
し
わ
、
い
る
。
然
ど
与
、
新
綴
の
O
Z
で
ラ
イ
同

然
的
合
ラ
仲
間
闘
と
後
楽
す
る
殺
し
き
を
ア
在
行
い
、
「

L
っ
か
り
し
た
パ
ン
ド
即

応
れ
ら
れ
者
い
a

だ
ね
」
と
関
係
者
か
ら
お
緩
め
の
畳
間
跡
地
V

目

1
4入
で
パ
ン

γ
を
続
け
て
い
〈
こ

9
n部
問
、

O
Z
に
鳥
山
田
波
す
る
e

時

と
が
沼
恒
朝
町
ブ
切
に
な
ろ
~
つ
と
い
、
つ
裁
大
和
撫
子
的
4
人
は
‘
い
つ
も
余
力

a

裁
は
あ
り
ま
せ
ん
L

液
晶
吋
パ
ワ

l
九
軍
機
的
摘
奏
で
、
難
場

線
留
は
、
お
終
的
水
の
ぷ
官
時
限
館
」
で
翁
の
心
を
熱
く
し
て
い
為
。

遜
1
閥
均
b
V
7
0
時
に
は
、
線
四
聞
に
品
開
が

本著書前でも、之のりでラックスし定数程霊祭。
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g
g位
、
日
本
猿
日
時
一
刀
凝
集
、

8
本
鍵
縫
阻
匹
、
4
4
J

慈
物
館
等
一
段
闘

襲
警
襲
僚
襲
夜
通
し
て
、
日
本
人
の
製
薬
を
擦
り
稼
す
a

護
霊
審
理
師
一
弔
電
犠
窓
蹴
貯
蓄
祭
器
〈
重
量

経
の
恋
綴
鰭
守
口
口
務
川
人
総
花
笠
C
の
鏡
町
制
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

wv
開
臨
掛
口
?
内
申
告
山
河
口
同
日
、
時
話
、

V
応
募
資
絡
講
談
議
出
械
に
会
組
閣
山
山

m

nmnA毎
日
・
・
講
談
蛾
捕
獲
1

時
開
月
日
間
臼
で
寺
る
方
。

数
舞
伎
総
裁
総
出
棺
(
向
田
級
品
物
一
知
1

V

参
加
費

1
0
0
0
m門
〈
テ
キ
ス
ト

V
会
酬
明
・
時
一
期
本
縫
続
講
威
川
M

小
m民
代
ほ
か
ー
な
お
、
そ
の
ほ
か
歌
劇
開
仲
間
銀

金
銭
第
2
会
紬
型
車
患
で
午
前
日
持
か
ら
正
投
講
師
席
部
品
世
加
希
議
者
は
、
総
務
科
と
し

午
a

等
級
舞
伎
柑
賦
紳
県
総
帥
檀
u
u
回糊内ル削抑制嚇

小
、
正
午
か
ら
午
後
4
時

曹

v
務
総
人
数
冊
お
(
応
募
者
多
数
的

機
会
は
議
議
〉
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吉章

句

枇
棋
の
的
阿
武
を
灯
し
て
…
軒
家
絞
制
問
八
す
子

、
コ
!
と

i
的
番
町
一
段
と
今
較
的
執
萩
原
羨
後
半
'

w

終
的
家
と
決
ま
る
納
戸
に
初
ち
み
ろ
後
谷
川
敏
子

漆
の
拍
憾
の
一
む
ら
手
材
料
的
水
窃
た
か
鐙
谷
千
一
磯
子

税
制
酬
が
か
ら
む
援
総
に
布
ホ
干
し
郁
闘
は
る

滋
閥
抗
に
綴
つ
け
て
の
九
日
淡
水
か
な
公
苧
寧
総

書

紋

緩

め

鎌

脅

紛

争

…

か

な

海

務

総

千

代

子

伎
は
か
な
げ
や
級
会
ふ
ん
し
て
紙
判
明
、
る
雲
市
}
う

祭
タ
絞
め
錨
寸

F
縦

訓

阿

窪

田

同

展

滋

治

門
官
級
鈴
に
開
制
ぬ
ぎ
と
り
て
〈
つ
ろ
げ
る
隣
騒
絡

協
贈
っ
ぽ
け
ぜ
ま
安
一
総
に
花
止
か
な
一
一
一
校
内
刊
売

短

厭

一
瞬
い
い
声
を
一
あ
げ
た
り
間
参
縁
れ
ば
火
絵
美
絞
め
光

ま

ぶ

し

き

公

4
T
4干潟

回
融
支
持
絞
め
問
匿
を
成
る
ぬ
れ
っ
ぱ
め
開
閉
め
枝
川
い
ふ
と

は

ル

悼

み

お

り

燦

総

一

八

重

千

円
年
ご
と
に
深
ま
る
恩
か
察
は
ず
し
て
炎
が
つ
〈
A
じ

い

劇

資

告

を

泌

く

終

よ

由

起

子

民
帽
子
を
絞
り
来
て
蛾
押
せ
ば
活
情
的
滋
に
商
き
努
放
ち

て
殺
を
酔
は
み
9
る

お

滋

千

鶴

子

ゃ
う
や
く
に
梅
雨
的
明
け
た
る
ニ
的
タ
ベ
一
と
暴
伯

尚
を
ひ
ぐ
ら
し
の
時
吋
ノ
旬
、
、
問
、
遊
覧
政

準
緩
ゑ
し
命
典
講
暁
き
で
絞
れ
な
り
む
が
鉄
花
と
な
れ
ソ

し

新

猛

殿

町

間

消

一

ス
ー
パ
ー
内
野
帯
端
的
ぬ
伎
に
随
一
き
て
一
緒
作
り
て
絞

め

山

部

に

送

。

ぬ

郁

判

的

柵

孝

女

不
安
気
な
ψ
?
の
戸
受
議
絡
に
輯
惜
し
っ
、
総
任
越
の
部

時

皿

以

縫

な

る

甲

骨

繰

り

本

腕

問

機

子

品
臨
時
間
り
た
い
と
の
音
に
然
卓
、
わ
れ
て
、
フ
ち
わ
持
つ
緩

め
恭
一
も
単
よ
U

A

T

暗
号
。
辛
子

灘
々
と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
拙
嶋
え
来
た
る
培
法
瓜
食
め

ば

サ

ク

ッ

と

甘

し

大

杉

栄

一
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舟
問
命
的
ム
耐
ム
誠
一
は
J
毘
我
孫
子
駅
と

北
組
問
釈
の
中
間
的
手
相
H
抽
出
を
見
下
み
十

路
ぬ
か
ら
の
制
肝
機
に
か
け
、
り
な
段
状

広
が
る
際
線
主
品
協
議
縦
で
あ
る
む

総
務
油
恒
常
術
品
弔
迭
さ
れ
、
徐
々
に
会

協
酬
も
域
之
、
噛
明
夜
会
長
は
1
7
1
畿
地
司

今
ま
で
に
2
回
ほ
ど
尚
治
会
長
を
つ
と

め
た
こ
と
が
為
る
と
い
う
丸
山
純
一
会

後
に
お
話
し
を
出
向
っ
た
。

「
私
が
附
咽
朝
日
抑
年
に
入
居
し
た
翁
時

は
耐
門
戸
も
な
く
、
良
治
会
は
金
制
作
ワ

か
ら
蛤
ま
り
ま
し
れ
fh
帯
当
時
は
、
み
を

さ
ん
掛
間
島
俊
リ
で
し
た
か
ら
滞
お
も
市
眠

時
時
と
滋
〈
、
ぞ
れ
か
ら
会
舎
を
同
開
い

た
ん
で
す
a

み
な
さ
ん
密
分
的
械
を
持

っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
パ
イ
オ
ニ
ア
魂

が
あ
り
ま
し
て
お
。
絞
絡
幻
は
全
て
肉
国
教
叙
も
肉
間
分
途
で
作
り
ま
し
て
ね
。
し
大
変
な
耐
躍
り
上
が
り
を
み
せ
ま
す
e

滋

繁
で
畿
管
現
政
的
車
問
年
鉛
も
附
問
的
補
か
l
‘
そ
こ
も
あ
っ
と
い
う
織
に
家
人
ク
ラ
プ
で
も
布
市
内
的
見
学
会
、
青
年

助
と
1
0
0
戸
ぐ
ら
い
が
1
万
円
づ
つ
が
縫
っ

z
tま
い
ま
し
た
。
曲
師
を
斜
線
し
て
の
カ
↓
フ
オ
ケ
な
ど
で
甜
職

務
し
あ
っ
て
総
殺
し
た
ん
で
す
。
ま
た
‘
こ
の
滋
治
会
は
東
京
か
ら
の
人
が
多
交
を
深
め
て
い
ま
す
ョ

窪
絡
を
捻
り
て
、
そ
こ
を
花
火
究
会
ゃ
く
、
や
る
こ
と
も
テ
キ
パ
々
し
て
ま
す
a

自
問
治
会
的
緩
み
の
一
つ
は
滋
助
聞
が
抽
伎

鑑
栂
り
な
ど
も
で
き
る
ク
}
ど
も
の
広
い
わ
掛
る
略
江
戸
っ
子
h

気
時
間
と
で
も
い
こ
と
。
消
妨
単
が
角
を
飽
れ
ず
悶
音

機
』
に
し
た
ニ
と
も
あ
る
ん
で
す
。
作
品
縫
う
ん
そ
し
よ
う
か
e

ま
と
ま
る
の
も
八
+
一
目
し
て
い
る
こ
ξ
も
あ
り
ま
寸
。
ま

も
率
い
ん
で
ず
。
臨
時
さ
ん
ガ
も
た
、
弦
間
聞
は
人
滋
り
が
免
絞
的
少
な
〈
‘

O
L経
験
殺
が
多
〈
、
前
向
犠
に
時
間
総
円
い
は
気
を
絞
っ
て
い
ま
す
。
管
鍛

も
務
総
が
早
い
し
、
や
る
こ
と
か
ら
Mm災
に
来
て
も
ら
い
説
明
会
を
問
問

も
ス
中

i
ト
で
す
ね
α

い
た
り

t

消
火
細
川
油
開
な
ど
も
毎
年
実
線

自
治
会
的
体
的
融
制
に
は
、
機
後
し
て
い
ま
す
命
令
部
は
青
年
館
め
前
例
に

的
と
き
わ
ム
門
前
叫
索
、
新
録
一
戸
町
街
灯
を
幅
刺
殺
し
ま
し
た
a

会
合
般
の
妥
揺
り
伽
が
あ
り
入
唐
し
て
知
数
年
、
家
的
議
て
替
止

ま
す
"
子
ど
も
た
ち
の
引
く
山
な
ど
も
滋
み
、
世
代
交
替
の
時
期
に
車

市
中
や
神
輿
が
前
町
内
を
ね
り
帯
語
、
で
い
ま
寸
。
ニ
れ
か
ら
は
、
明
る
く
議

ち
つ
い
た
aH
戸
市
会
に
し
て
い
事
た
い
し
A

用
品
っ
て
い
ま
す
し
。

四v
金
疑
丸
山
出
純
一
紛
戸
2
の
目
的

mm

骨
(
招

)
1
8
3
6

山
刊
板
間
流
域
丹
念
体
的
附
概
要
と
明
治
拍
刑
務
制
限
山
川
流
域
に
お
け
る
砂
防
李
総
的
変
で
す
が
、
さ
ら
に
漆
〈
追
求
す
み
入

緩
ま
で
の
綴
史
的
問
流
れ
が
総
さ
れ
て
い
後
)
、
終
七
機
・
河
川
め
管
理
(
河
川
々
の
為
に
工
夫
が
な
b

守
れ
て
い
ま
す
。

ま
す
ゅ
そ
均
一
組
波
は
、
こ
れ
ま
で
の
利
的
即
時
金
と
洪
水
対
策
・
河
川
約
締
照
と
こ
の
泌
線
開
百
年
ぶ
は
科
綴

こ
の
審
に
務
内
町
小
中
学
校
に
火
都
度
ま
で
抑
制
刊
扱
山
川
町
淡
水
利
水
に
闘
機
川
時
間
夜
間
成
果
h

導
的
同
関
委
、
地
中
吊
環
境
絞
樹
柵
}
、
第
八
機
・
闘
騒
と
臨
脱
却
4

‘
山
内
総
滅
的
小
中
学
校
に
配
布
寄
れ
た

お
が
な
本
が
繍
h
h
A
て
き
ま
し
た
e
B

す
る
計
滋
と
ヱ
等
的
経
過
密
集
大
成
す
由
民
山
部
、
沼
会
問
問
黍
館
揖
?
の
資
料
)
を
総
務
九
編
・
波
紋
会
と
な
っ
て
い
ま
ナ
。
と
い
わ
れ
ま
す

G

ぞ
れ
は
努
れ
た
総

5
判
的
大
き
き
で
、
総
葉
数
な
ん
と
る
か
た
ち
で
一
執
滋
葬
れ
ま
し
た
。
そ
れ
命
的
い
い
網
羅
し
た
も
の
で
、
そ
れ
は
出
日
本
一
の
坂
幾
太
郎
す
な
わ
ち
判
儀
所
織
で
あ
る
と
州
都
い
ま
す
P

生
一
僚
に
は

2
3
9
0
斑
近
〈
。
原
$
は
十
日
，
縦
、
的
み
で
な
く
‘
そ
の
時
代
的
、
社
金
約
内
務
緩
や
硝
暗
殺
省
に
そ
れ
に
終
寸
る
畿
を
人
間
が
コ
ン
ト
口
!
ん
す
る
た
め
に
や
や
織
か
し
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

織
さ
は
五
♂
近
い
も
の
で
寸
a

録
款
を
出
品
し
測
機
川
流
域
内
余
税
と
治
機
資
科
が
や
イ
な
い
こ
と
を
燃
凶
と
し
て
は
抗
日
致
で
も
Y
い
れ
だ
け
多
叫
憾
な
取
り
級
教
師
州
内
乎
秒
後
り
れ
ば
大
き
〈
役
に

本
的
タ
イ
ト
ル
は
説
明
惜
叫
務
部
水
純
水
内
一
塩
史
、
詩
句
打
法
的
機
史
的
い
ま
す
が
、
山
寝
間
約
一
睦
史
念
一
体
が
よ
み
が
を
き
れ
て
き
た
か
、
あ
る
い
は
な
立
つ
本
で
、
敬
一
陣
に
と
っ
て
も
大
変

史
』
と
い
い
ま
す
a

縫
緩
翁
間
関
東
地
流
れ
を
漣
解
し
て
も
ら
い
、
あ
わ
せ
て
く
わ
か
る
務
総
し
や
す
い
記
述
と
な
っ
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
が
、
…
五
に
総
雨
明
に
な
る
本
で
す
命
顎
わ
〈
ば
、

労

稔

設

局

が

綴

織

委

員

会

を

つ

〈

つ

ミ

重

一

〈

淳

す

富

る

的

で

、

分

慨

に

し

て

て

縦

書

ん

し

た

も

の

で

す

。

吋

蝿

理
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叫
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一
?
一
一
九
警
主
総
で
利
用
寄
れ
て
い
く
本
で
は
な
い

め
霊
執
筆
員
わ
っ
た
人
は
、
厳

i
鍍
東
太
郎
の
会
畿
を
と
ら
え
る

i

符

か

と

患

い

ま

す

。

機
会
、
時
依
然
金
‘
幹
事
会
、
作
業
会
、

a
F

殺
孫
子
で
は
川
魚
図
去
後

編
幾
談
会
、
事
務
局
と
各
四
組
織
あ
わ
行
政
体
の
開
聞
東
地
方
建
設
絡
め
蕊
史
と
て
い
ま
す
か
。
。
衰
の
中
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
原
修
一
口
、

P
宇
賀
市
燦
滋
の
本
慾
伽

せ
て
と
説
。
人
に
的
ば
り
ま
す
。
関
す
る
考
え
方
で
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
融
附
附
悶
制
期
以
同
時
は
こ
の
厚
〈
滋
い
本
の
す
@
本
緑
内
部
分
は
田
内
務
袋
、
強
設
〈
府
占
培
正
己
〉
と
邦
銀
川
・
手
加
民
畑
出

荷
車
地
方
緩
副
部
局
の
o
n
n
か
ら
議
士
就
寝
、
こ
う
し
て
機
来
上
が
っ
た
『
務
緑
町
本
協
調
主
い
え
る
も
の
で
‘
畿
四
編
・
政
省
内
紛
議
資
料
告
義
織
に
綴
築
寄
れ
て
開
問
何
時
的
本
が
お
て
い
ま
す
が
、
ふ
的

潟
袋
、
警
官
、
所
長
、
課
疑
、
係
長
包
一
皐
ぷ
は
一
一
方
的
部
分
か
ら
銭
安
ο

惨
殺
醗
と
河
叫
識
改
修
(
利
組
問
問
改
修
工
い
ま
す
。
級
品
慨
に
付
日
持
率
三
文
総
お
綴
同
首
都
市
ご
を
み
て
、
学
内

技
官
な
ど
の
人
々
が
害
総
し
て
ま
と
れ
て
い
ま
す
e

合
体
は
十
婦
か
ら
成
り
¥
古
学
・
機
強
お
よ
が
改
修
改
訂
工
事
、
総
開
防
総
“
相
組
織
・
幾
数
及
び
災
復
資
料
・
な
お
す
と
、
な
お
一
一
層
味
わ
い
添
い

め
島
げ
た
も
の
で
す
。
そ
の
っ
ち
、
務
一
福
嶋
寂
然
と
社
会
屯
和
五
十
況
年
改
修
〈
新
的
本
〉
幻
許
繍
〉
臨
ん
俗
鰯
州
開
制
民
科
検
問
閥
)
と
し
て
況
の
も
の
と
な
る
で
し
ょ
、
三
『
緑
樹
間
川

本
的
樹
築
は
、
初
め
の
数
年
制
州
は
鯵
…
一
樹
・
治
水
的
冷
草
(
縦
波
止
組
組
織
・
綴
滋
樹
・
河
時
総
合
計
爾
〈
本
刊
山
市
の
ひ
頁
が
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
年
表
と
衰
年
由
民
知
泌
氏
開
閉
勢
総
に
も
あ
り
ま

資
料
内
総
集
と
年
絞
め
作
成
が
行
わ
河
川
校
総
)
、
第
一
一
…
樹
・
明
日
前
節
制
朗
ま
臨
時
割
前
・
間
同
総
合
間
附
鈴
・
多
際
約
締
設
文
献
同
国
録
は
役
に
立
つ
も
の
マ
、
こ
の
す
除
議
在
、
編
集
中
の
郷
土
時
十
穏
や

れ
ま
し
た
。
次
に
編
集
中
n絞
が
決
め
で
の
河
川
町
事
裁
(
江
戸
時
代
的
湾
問
一
率
的
建
結
〉
‘
第
六
鰯
・
砂
仲
間
事
業
(
本
二
千
百
科
を
縫
え
る
大
衡
の
本
で
も
滋
大
手
資
抑
制
的
副
読
本
作
成
に
も
役
忽
つ

ら
れ
、
明
治
以
絡
か
ら
開
閉
和
波
十
五
綾
・
明
治
的
制
糊
州
内
縄
問
事
象
〉
で
は
、
動
災
山
普
か
ら
制
見
た
訓
明
後
期
地
税
域
的
特
徴
・
な
斜
線
開
を
附
問
機
す
る
に
と
ど
ま
る
的
本
で
す
。
(
泰
山
県
…
綴
さ
ん
案
)

為
V

・W-r
拝
レ
争
毒
品
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増
掛
軸
時
が
狭
い
母
が
絡
み
。

お
緩
め
建
物
が
晶
河
戸-
A
a
青

年
館

プ
で
暁
轟
醐
ペ
ト
舎

新
麓
フ
ィ
ル
ム
紹
介

副
出
版
尚
尚
治
会
ゾ
ワ
ト
ポ
I
ん
チ
ー

ム司自国間
m
h
が
.
7
R月
抗
日
比
行
な
わ

れ
た
然
災
体
智
内
火
金
車
内
予
沼
崎
で
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。

問
問
チ
ー
ム
は
切
務
戒
し
て
ま
だ
一

年
絞
ら
ず
。
結
成
の
き
っ
か
け
は
、

「
自
国
的
余
行
事
的
ソ
ヴ
ト
ポ
ー
ル
大

品
内
て
お
父
事
ん
も
n
主
義

主
と
し
て
い
た
ん
で
す
。
そ

れ
で
、
線
機
と
日
頃
内
灘
鈴
本

初
札
制
時
淡
に
役
な
つ
の
で
は
と
忽

い
.
閥
会
か
け
た
ん
で
す
」
と

議
替
の
除
雄
総
教
さ
ん
。

メ
ン
バ
ー
は
判
明
ゐ
忽
名
F
¥

日
?
と
ん
ど
が
会
社
終
や
教
員
。

練
習
は
、
時
議
低
2
削閥、

mu
総

自
に
返
く
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
会
抽
出
り
て

行
勺
て
い
ま
す
。

9
悦
丹
羽
尽
か
ら
子
議
市
小
K
A
n
寸開剛

健
さ
れ
る
第
品
回
子
議
除
民
体
育
大

会
に
向
け
‘
今
は
緯
明
闘
に
も
…
日
間
と

熱
が
入
っ
て
い
ま
す
匂

寵
探
自
治
会
ソ
フ
ト
ボ

i
ル
チ
i
ム

鯖
域
一
年
で
蟻
陣
内
大
会
へ
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全
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我
孫
子
出
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椅
際
共
緩
浪
商
演
欝

会
一
戸
地
品
河
内
利
樹
問
機
紛
で
7
閥
均
代
で
償
問
閥
会
場
を
拘
押
し
、
都
年
実
施

官

、

禁

芸

品

喜

男

J
し
て
い
る
も
の

u

防
措
桝
瑚
闘
が
一
両
市
阿
波
紡
国
曹
長
、
関
皆
同
今
年
は
開
催
滅
的
大
井
市
祭
が
楠

3
2
8お
が
参
加
し
て
…
付
わ
れ
ま
し
割
自
絞
借
地
寸

3
0
0
J
の
臨
時
総
に
よ
り

た

。

制

刊

桜

出

川

が

地

点

、

響

曲

瓶

水

絞

を

刊

副

え

こ
の
摘
胡
闘
は
、
内
印
刷
シ
i
X
ン
に
危
険
な
状
態
と
の
慾
史
的
も
と
午
前

俊
之
本
線
か
ら
堤
防
を
守
る
た
め
、

8
時
加
分
‘
捕
習
を
鰯
始
。

制
判
掛
川
に
終
殺
す
る
両
市
南
が
す
年
交
域
防
間
的
危
媛
、
機
本
や
仙
脱
水
に
機

止
、
土
町
、
ヲ
作
り
や
竹
と
げ
な

ど
内
総
本
的
工
法
か
ら
始
ま

η
‘

表
む
し
ろ
綴
り
、
ヤ
ー
陥
即
時
職
い
、

帥

m・
工
的
う
、
録
的
韓
な
ど
の
総

統
不
法
と
、
車
事
総
数
は
糞
剰
に

取
り
組
み
ま
し
た
e

当
日
は
小
約
ま
じ
り
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藤
一
火

銭
、
約
3
時間同

ιわ
た
り
銭
湯

感
あ
ふ
れ
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繰
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ま
し
た
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2143へ
ド牛乳お事尊重量コンク-JVJI 
1;オリジナルメニューi
平薬害語学紙袋主主協会士は、F牛乳

お軍司重量コック…Jんへの称募作在量

殺害警主義仁和。牛乳やパター、チーズ

なeの乳綴&l夜縫ってオリジナリ

ティiこあふれ芝メニューを号室えな

ら療機にして渓コてく主さささい。

b約襲撃事め隠そ) 9汚30臼

...綴要事重要事費 長持絡湾総1主義重せんに

務主主モヨ、拐事司名、分室蓑(4人分〉、

材料護費 C2，OOOF斗以内〉、作りあ没

び的受精鱈毛主義警官害、 壁l長菱重喜望号、 主主

語号、氏名、議議事懇雪、年齢、霊審議室

奈紛訟のうえ、守280千重喜市三五千

重義註D13-1不薬殺弓事L遣普及協会f牛

翠しお料望室-コンクールJ G手へ

炉問L¥金おt主 [締協議世0472(24)

4お話

瓦石擁護護法護憲生1
..悶隠そD91'ヲ12Eヨ~初日長;!l10

F寺竹モヨ~13B'f高U1(滅~午後4草寺

〈必ず3B潤受喜善してくがさしi)。

惨会話語 銭的君主十字病第宅F後6~努

俳)EJ護(1l、お各20名

砂著書加重軽 量華料Kテキスト代1奴灼〉
砂申し込み 91'ヨ51'ヨ〈月〉かそう震宣

言吉セE実関赤十字務総E露綴役会選喜言義

務官α176(22)2311，号線299へ

事自糧母語
十一「ひi制 3りさ雪Jで i 
川賞者筆し Z表彰んかi
詩豪華警望書、 喜重事話番11主主12住みよい

キ空会づくり、1!iづくりをg絡して

の rひまわりをきJ 漆磁波、港後向

上、人権宅まする護襲撃詰亡して火苦言ぐ

立ミガり、主主闘で50本管鍛える fひ

まわり狩J 11iEろうとしていさます。

合主主iま f箆つめ喜善ぞう1まくらの

長信と'5[華張緩勝。そして楽しもう議

室主勤務公襲警 j 恋スロー刀ンi之関媛

されまです。ぜひ、ご参加くださいa

b湾問 10)'ヨ23B(日〉
砂fすきヲ監 察滋動物公器盟

検定議 院襲撃者総従5、f玲i卒者〈家

主主〉矧絞誌、l!てでランティタ2ω名

か参車時要望 大人仏5ま刻、はL人(JJ¥

学生鈴i下)1.500F号、 中・議議・大空宇奈

2.0001'号
炉申し込み・襲遭い会わせ 91'司10

回答で!と、ひまわりをま怪震わせる

rおばJ~行書室祭会IJ准j岱(59ヨ10

竹

いみん容で襲こう l 
i 明るい環境I1

盟
9 
月

覇

欝

1988. 9. 1 (6) 

一きょう謀、f謡史時自J-

総会関爽童話顛I~

ご移鶴を

'f重富9静香、軍事JOC意義還を怨総

し、筋肉一軍需{こサイレン害警が

級事議し務妙。草寺重量淡いの主主い

よう、ど波緩ください。

惨B事毒 薬8、午需主9儀式アら

E正午〈蒋荻月JJ.t)

b会話量

恒葉里藤義援閥糊鼓i
惨隠事霊 長室行政、芸員立学校事務、

蓄量殺害事務、書室気、後滅、主主主義iilll需渓

谷重量厳重者怨 霊宝寺む42年ヰ丹2臼か

ら酪総4自主1"41'ヨ1Eヨ主主主主れの苦境

〈主主通話盟主尾裁は産主総39i手4)'ヨ2日

絞ら46空手4;ヨ18'.t絞れの主z::f)
~S珪f吉男君濁 9J"'l58(防〉から14

8(設()

...問い合わせ 繁人著書室器産霊主主導露務

総任総遺書官0472(23)3743

安芸孟さす議
砂E存在員最 高主主詰懐中台 ~1

者砂戸獣 ブレキャスト護主慾二コンヲ

IJート室長5踏襲撃60凶

..:1:総司再建議事置 fき成ト104.28m'

..罪事自主り 3しりに~5 しDK

少緩量産予定締督室 2351-323寝汚円

砂公重軽量聖書毒事Z最重襲 1260究'jP3

修獲得繍罪事 9Fl11日終l---"188烈j

言幸総i正午害車線住宅終結五三笠塁説痛

感情iω72(27)5183へ

場@の⑧争奪
曹普幹~t，栄機会懸から筋肉普芸技施霊堂

iこと:紙ねん夜、ポスター沿う『等専

の望事襲撃汐ありましだG

60 


